
厳しい暑さも少しずつ落ち着き、朝夕は涼しい風も吹いて、秋の気

配が感じられるようになってきました。

始業式の日には、児童たちが、夏休みの思い出を胸に、元気いっぱ

いに登校してきました。久しぶりに友だちと再会し、笑顔で会話を交

わす姿には、学校という場の温かさと児童たちの成長が感じられ、「今

日から２学期を一緒に頑張ろう」と思わせてくれました。

ところで、今年はテレビや新聞で戦後８０年の特集が多く見られました。「戦後８０年」

ということはその間平和が維持されてきたということであり、今後ともこの平和が維持

されることを願いながらこれらの特集を見ました。そして、戦時中は、国民が一丸とな

って戦争を遂行することを求められていました。

ＮＨＫの朝の連続テレビ小説「あんぱん」の主人公である「のぶ」も愛国少女・教師

として戦争の正当性を信じて疑わない存在として登場しましたが、それが当時の日本国

民としてのあるべき姿だったのでしょう。のぶさんも戦後は「何が正しいのか」につい
．．．．．

て悩み、随分葛藤することになるわけですが……。当時の日本は「戦争こそ正義」とい

う「同調圧力」に覆われており、誰も「戦争反対」と言えない時代だったのです。

話は変わりますが「みんな仲良く」という言葉があります。日本の社会や学校でよく
．．．

言われる言葉です。確かに、みんな仲良くできれば素晴らしいことのように思えます。

しかし、この言葉は、「みんな」という修飾語がついているため、「集団の考えに反する

意見は許さない」という「全体主義」の臭いがしますし、強烈な「同調圧力」を含んで

いるように感じます。「みんな仲良く」という集団の中では、個人の意見を押し殺し、周
．．．

囲の空気を読んで、それにあわせて行動することが求められます。まさに戦時中の日本

です。「みんな仲良く」は表面的には争いがない状況を作られるでしょう。しかし、それ

は本当に望ましい集団の姿と言えるのでしょうか？

戦後日本は民主主義の国になりました。民主主義は多数決で物事を決しますが、一方

で少数意見をできる限り尊重することが求められています。

これからを生きる児童たちには、「みんな仲良く」ではなくて、民主的な話し合いを行
．．．

い、互いの違いを乗り越えて「みんなで共存・協働する」力をつけてくれることを期待

しています。そして学校での集団生活を、構成員である児童一人ひとりが居心地良く、

満足のいくものにしてくれたら嬉しく思います。いついかなる時も自分の考えをしっか

り表明し、かつ、他者を尊重し、相手の意見にしっかり耳を傾けて、周囲と共に平和な

未来を切り開ける人間に成長して欲しいと願っています。



９月
17 水 ４限授業（入試準備のため）

18 木 家庭学習日（１次入試のため）

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 秋分の日

24 水

25 木 感謝祭（１年保護者参加）

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

１０月
1 水 制服移行期間（～10/31）

2 木

3 金 林間学校１日目〈１・２年〉

4 土 林間学校２日目〈１・２年〉

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木 出前授業（農家の仕事）〈３年〉

10 金

11 土

12 日

13 月 スポーツの日

14 火 奈良県警察音楽隊音楽鑑賞会＆交通安全講習会

15 水

16 木

17 金

18 土 保護者懇親会（18:00～シェラトン都ホテル大阪）



令和７年度 育友会の紹介

遅くなりましたが、本年度の育友会役員の皆様、並びに、各学年実行委員の皆様をご

紹介いたします。

新役員・実行委員の皆様には今年度、いろいろとお世話をおかけしますが、何卒ご協

力の程、よろしくお願いいたします。

育友会役員の皆様 ※敬称は略させていただきます

役職 お名前 お子様の在籍クラス

会長 和田 修志 ６年２組

副会長 松井 邦彦 ４年２組

杉本 直子 ６年２組

書記 綿谷 美彦 ４年２組

会計 阪下 翔一 ５年２組

会計監査 大原 教禎 ６年１組

東口 智久 ６年２組 ３年１組

書記として中川教頭が、会計として板橋事務長が学園よりお手伝いいたします。

どうぞよろしくお願いいたします。

各学年実行委員の皆様
※敬称は略させていただきます

※今年度から各学年３名での体制となります

小路 建司 西川 継成

１年 早川 茂樹 ２年 西谷 健志

吉田 康彦 桝野 みなみ

杉本 篤史 奥平 直

３年 巽 美樹子 ４年 中森 洋之

和田 明洋 日野谷 繁典

坂本 誠 大林 一貴

５年 辻井 大智 ６年 西川 起史

山田 悟史 吉田 元文






